
こ
の
夏
、
町
で
初
め
て
「
桑
折
町
暮
ら
し
体
験
事
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
町
外
に
住
む
大
学
生
。

よ
そ
か
ら
来
た
若
者
の
目
に
、
桑
折
町
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

彼
ら
の
声
を
ヒ
ン
ト
に
、
町
の
魅
力
や
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

「
気
付
き
」の
ス
ス
メ

桑
折
町
暮
ら
し
農
業
体
験

高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
い
世
代
が
学
校
卒
業
後
に
、
働

き
口
を
求
め
て
転
出
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
現
状
も
あ

り
ま
す
（
図
1
参
照
）。

　
そ
こ
で
、
町
で
は
、
新
婚
世
帯

の
家
賃
補
助
や
町
外
の
勤
務
地
ま

で
の
交
通
費
助
成
、
子
育
て
に
か

か
る
費
用
の
一
部
助
成
な
ど
、
若

い
人
が
桑
折
町
で
住
み
や
す
く
な

折
町
の
人
口
は
、
現
在

１
１
、７
７
２
人
。
少
子

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回

初
の
試
み
と
し
て
、
田
舎
暮
ら
し

に
興
味
が
あ
る
大
学
生
を
対
象

に
、
8
月
22
日
か
ら
27
日
ま
で
の

5
泊
6
日
で
「
桑
折
町
暮
ら
し
体

験
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を

メ
イ
ン
に
、
生
産
と
販
売
の
現
場

を
体
験
す
る
ほ
か
、
地
域
住
民
と

交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
・
運

営
な
ど
に
も
参
加
し
、
桑
折
暮
ら

し
を
体
感
し
ま
し
た
。

桑

平成6年から26年連続で皇室に桃を献上している
「献上桃の郷」の地で、農業に挑戦する大学生

  図 1.  桑折町の人口動向と将来推計
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資料： 平成22年までは国勢調査、平成27年以降は将来推計人口
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しわの数だけ、しあわせがある

［  敬老の日は、大切な家族といっしょに ―  ］

CAMERA GRAPH【桑折西山城復元祭】

カメラ  グラフ
戦国山城を舞台に、２日間にわたり開催された
「桑折西山城復元祭」についてリポートします。

1絶景を舞台に、ま
るで天空で開催され
ているかのような歴
史トーク　2陣羽織
を身にまとい、オー
プニングステージで
あいさつする関係者

11西山城整備に伴
い伊達地方を一望
できる眺望へと変
わった西山城跡。こ
の日は満月がお出迎
えし、来場者全員が
ローケーションの素
晴らしさに感動した

1

2

35

6

711

9

10

8裏千家による野点
（のだて）。心を込めて
茶をたてる。自然の中
での一服は、日本の伝
統文化である茶の湯の
魅力を伝える　9戦国
時代に花開いた茶道で
おもてなしをした「戦
国茶の湯会」。伊達地
方を一望しながらお茶
を楽しむ　10本物の
甲冑を身に付ける体験
コーナー。甲冑の重さ
に驚く体験者。その後、
武士になりきり、カメ
ラのフラッシュを浴び
た

32日目に行われた歴史散歩に
は、多くの人が県内外から訪れ
た。遠くは京都や徳島などから
も。参加者は桑折町の歴史に対
する理解を深めた　4ステージで
は桐ヶ窪太鼓保存会の勇壮な和
太鼓演奏が祭りを盛り上げた　5
戦国時代さながらの素焼きの土
器（かわらけ）で酒を酌み交わ

す　6月見の宴では、満月を愛で
ながら、桑折町の歴史について
語り合った　7戦国武将伊達政宗
の曽祖父で、伊達氏14代当主の
稙宗が本城として築いた国指定
史跡「桑折西山城」跡。その城
跡の平面復元完成に伴いライト
アップによる幻想的な雰囲気を
演出

　広報こおり ｜ Oct 2019

4

8

一
生
に
一
度
の
思
い
出

　
ま
ず
は
、
日
ご
ろ
取
材
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
、
読

者
の
皆
さ
ん
に
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。「
今
月
の
表
紙
、

良
か
っ
た
よ
」「
来
月
号
も
楽
し

み
に
し
て
る
ね
」
中
に
は
「
良
い

写
真
だ
っ
た
か
ら
、
町
外
の
友
人

に
も
見
せ
た
く
て
、
広
報
紙
を

送
っ
た
よ
」
と
い
う
励
ま
し
の
声

も
。
皆
さ
ん
か
ら
の
大
き
な
支
え

の
お
か
げ
で
、
賞
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
支
え
に
感
謝

　

９
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
和
泉

恭
子
さ
ん
は
「
受
賞
の
記
事
が
新

聞
に
載
っ
た
日
は
、
朝
か
ら
一
日

中
電
話
が
鳴
り
や
ま
な
く
て
、
久

し
く
連
絡
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た

町
外
の
友
人
か
ら
も
お
祝
い
の
言

葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
町
の
皆

さ
ん
に
も
『
良
い
笑
顔
だ
っ
た
』

『
自
分
の
孫
を
見
て
い
る
よ
う
で

懐
か
し
く
な
っ
た
』
な
ど
と
言
っ

て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
一

生
に
一
度
の
良
い
思
い
出
。
ひ
孫

の
た
め
に
も
、
も
っ
と
長
生
き
し

た
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

県市町村広報コンクール

石井  奈
な お

央さん

福島大学農学群 1 年

　農業体験では、町の皆さんのあたたかさに
触れ、とても充実した6日間を過ごすことが
できました。広報紙の写真を見ると、今でも
鮮明に皆さんのことを思い出します。
　学生の思いが詰まった、特集「気付きのス
スメ」。たくさんの友人や家族に「良い記事
だったね」と声をかけてもらい、広報紙を通
して、多くの人に自分たちの思いを届けられ
たのだとうれしくなりました。
　今振り返ると、桑折町にはアットホームな
農園が多いと感じます。気さくで優しい人ば
かりで、皆さんと一緒に栽培・収穫した果実
は、本当においしくて格別な味でした。この
体験を通して、果樹栽培や6次化産品などの
視野も広がり、将来の選択肢も増えました。
貴重な経験をさせてもらった、町の皆さんに
「ありがとう」と伝えたいです。

自分の思いが伝わった喜び

■一枚写真の部：9 月号「表紙」 ■組み写真の部：10 月号「桑折西山城復元祭」■広報紙の部：10 月号「気付きのススメ」

て
、
広
報
紙
・
一
枚
写
真
・
組
み

写
真
の
三
部
門
で
、
県
内
一
位
と

な
る
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
平
成
31
年
に
発

行
さ
れ
た
広
報
媒
体
（
41
市
町
村

１
０
３
点
）
を
対
象
に
実
施
。
特

選
作
品
は
、県
代
表
と
し
て
、（
社
）

日
本
広
報
協
会
主
催
の
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

折
町
が
三
冠
！
第
65

回
県
市
町
村
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い

昨年 8月に実施した桑
折町暮らし体験事業に参
加。6日間の体験を通し
て、桃栽培・販売を学ぶ

表紙撮影のオフ
ショット。ひ孫
の光ちゃんを抱
き満面の笑顔を
見せる恭子さん

【一枚写真】敬老の日に合わせて、和泉恭子さんとひ孫の琴音ちゃんを撮影。
縁側から差し込む光に照らされ、二人の表情が生き生きとした瞬間を撮り
ました。審査員からは「二人の視線のずれによって、おばあちゃんが主役
となっている。素晴らしい表情」と評価されました【組み写真】桑折西山
城復元祭にて、朝から晩まで2日間かけて、縦・横、広角・望遠など3,000
枚以上撮影。インパクトのある写真や大胆なレイアウトを意識しました

【広報紙】町の農業体験に参加した大学
生らが感じた「外から見た桑折町の良さ」
とは。普段日常化してしまっている町の
魅力を、町の皆さんにも考えてもらえる
ような問題提起型の特集にしました

桑
　
今
回
審
査
員
と
な
っ
た
、
福
島

民
報
新
聞
、
福
島
民
友
新
聞
社
の

方
々
か
ら
は
「
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

た
び
に
変
化
が
あ
り
、
め
く
る
楽

し
み
が
あ
る
。
写
真
が
非
常
に
美

し
く
、
住
民
の
表
情
も
良
く
と
ら

え
ら
れ
て
い
る
。
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
て
い
て
、レ
イ
ア
ウ
ト
も
良
い
」

と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
広
報
こ
お
り
」
は
、
町
の
皆

さ
ん
が
主
役
の
広
報
紙
で
す
。
皆

さ
ん
の
活
動
や
強
い
思
い
、
地
域

へ
の
愛
情
が
な
け
れ
ば
、
記
事
を

書
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
回

の
受
賞
は
、
町
の
皆
さ
ん
の
魅
力

が
紙
面
か
ら
飛
び
出
し
て
、
評
価

さ
れ
た
結
果
で
す
。
皆
さ
ん
と
一

緒
に
と
っ
た
三
冠
。
こ
の
こ
と
を

励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん

の
頑
張
る
姿
や
思
い
を
伝
え
る
こ

と
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
人
一
人
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、
た
く

さ
ん
の
笑
顔
が
生
ま
れ
る
「
広
報

こ
お
り
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

主
役
は
町
の
皆
さ
ん

広報紙（町村の部）
写真（一枚・組み）三冠、全国へ
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5 4広報こおり ｜ Feb 2020 広報こおり ｜ Feb 2020


